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浮遊する感覚や落下する感覚の体感をとりいれた器械運動プログラム
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YoshinariOKA.KoheiNAKAHARA,YusukeMIYAZAWAandMukwayaGodfrey

要約

器枕運動で回転系などの技を行ったときに感じる ｢浮遊する感覚｣や ｢落下する感覚｣は､

｢イリンクス :遊びの隆幸性｣といわれ子どもたちを夢中にさせる魅力を持つ｡本研究は器械

運動及び用具 ･器具を使った運動においてイリンクスを体感できるトランポリンなどの運動を

選択して､その順序や時間配分を決めた運動プログラムを実施し､質問親等や学習カードの記

録らその効果の分析を行った｡授業実践は5年生18名に対して7時間､1年生9名には3時間､

2年生7名には5時間で行った.その結果､いずれの実践においても児童は器械運動を授業前

より好きになる結果が得られた｡

キーワード;運動感覚､ トランポ1)ン､イリンクス､器械運動

1.はじめに

(1)イリンクスについて

幼児が遊びでジャングルジム等の高さのある

場所から跳び下りたりする運動を行なっている

光景を目にする｡その運動自体が楽しそうで､

夢中になってくりかえし行なっている様子であ

る｡また幼児の体を持ち上げて､上下させるい

わゆる ｢高い､高い｣といった連動遊びは子ど

も達が ｢くりかえししてほしい｣とせがむほど

に虜にさせる魅力がある｡この魅力は強く子ど

も達を運動に引き付ける力があることは確かで

ある｡この運動遊びの魅力は何であろうか｡

数年前のことであるが､当時担任をしていた

児童の何人かの児童が ｢休み時間にも跳び箱し

ていいですか｡｣｢日曜日にも跳び箱を跳びたい

ので､学校に来てもいいですか｡｣と訴えてき

た｡それは､休青の授業で跳び箱の回転系の技

であるネックスプリングやヘッドスプリングや

ハンドスプリング､側方倒立回転跳びといった

技を身に付けようと練習していた児童たちで

あった｡児童の言葉を借 りると ｢はまった｡｣

のであり､まるで跳び箱運動の虜になったよう

な様子であった｡児童たちは授業において運動

に意欲的に取り組み､次々に技を身に付けて

いった｡そしてその技を学習発表会において保

護者や地域の方たちの前で披露し､たくさんの

拍手を浴びて､大きな満足感を得ることができ

た｡これだけ跳び箱が上達したのはこれらの技

に彼らが運動するように引き付けられる魅力が

あったからである｡その魅力は何だろうか｡

カイヨワ (1970)は自らの著書 ｢遊びと人

間｣においてこのような感覚を ｢イリンクス｣
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と命名し､r遊びのめまい性J(ilinXSギリシャ

著の渦巻きの意)という意味として以下のよう

に記述している｡

｢この人間の平衡感覚を司る内耳の器官に関

わる運動感覚は人間を虜にする感覚であると考

える｡スキー､スノーボード､サーフィン､

オートバイ､ジェットコースターなどは多くの

人間をその<遊び>へと廃り立てているOこう

いう珍しい驚くべき例を挙げるまでもなく｡子

どもならだれでも､休をぐるぐると急速に回転

させて､体のバランスもとれない､知覚もはっ

きりと保てない､あの遠くへ挑んでいってしま

いそうな遠心的状態に入る仕方をよく心得てい

る｡子どもがそれを遊びとして行うこと､それ

が気に入っていることは疑いない｡｣
カイヨワのプレイ論によると子ども達をひき

つけていた魅力はイリンクスということになる｡

｢高い高い｣をせがむ幼児や暑械運動に ｢は

まった｣という児童はイリンクスの虜になって

いたのである｡

(2)器械運動に対する児童の意識

では器械運動は児童に好まれているのであろ

うか｡Figurelに2007年 に珠洲市内136名 に

行った蕃械連動実態調査の結果を示す｡n-136

0% 3% 鵬 肌

肌 1帆Fiprel 器械蓬勤の好き撫い

アンケート結果 (%)運動遊び.体育と比

較してより器械運動時児童に好まれていないこ

とがわかる0番械連動を好きになるような授業改善が必要である｡ (3)楽しい体育とイリンクス学校体

育は､現在 ｢楽しい体育｣の理論をもとに展開

されているO佐伯 (2006)は ｢楽しい体育｣は学習者が運動に内在されている楽

しさ(欲求充足の機能的特性)を学習する授

業であるとし

ている｡｢楽しい体育｣は先述したカイ

ヨワのプレイ論を理論的背景としている

｡カイヨワのプレイ論はプレイに向かわせる内

的な原動力 (欲求や願望)として以下の4つを

考えた｡アゴーン(自分の力を試し､勝利を求

めようとする欲求)アレア (運や偶然を試そ

うとする欲求)ミミクリ- (模倣と変身イリンクス

佐伯は運動を自発的 ･自主的に行う ｢楽しい休育｣

では､こうした運動の楽しさの内で､アゴーン

とミミクリーの楽しさを重視するとし､イリン

クスとアレアの楽しさは､努力や工夫を否定す

るので教育としての価値を認めないとしている

｡しかし山本 (2007)は､｢楽しい体

育｣がめあての設定や場作りの工夫 ･改善を通

して､意欲的な学習を進めてきたことを認めな

がら､問題的な状況として､児童が運動に全力で

阿ろうとしない安易な現状肯定に陥っている場

面も見られると指摘している｡山本は打開策と

して､イリンクスの再考を捷嶋し､その学習価

値について ｢イリンクスはハラハラドキ

ドキのスリルとサスペンスに満ちた世界であり

､｢怖いが｣その反面 ｢好奇心や冒険心｣が

そそられる世界でもある｡こうしたイリンクス

の活動は､自己を肯定的に受け止め､自己の可

能性を広げる契機とすることができる｣と述べ

ている｡運動の魅力にふれるには単元の導入に
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(4)器械運動で身につく身体能力

2007年度現在､文部科学省HPに掲載されて

いる中央教育審議会で検討された内容より､こ

れからの休青において体力の向上を図り連動の

魅力に触れることができる授業づくりが課題と

されていることがわかる｡

また珠洲市内5･6年生児童暮械浬動アン

ケートにおいても ｢どのような器械運動の授業

を受けたいか｣という質問では､体力が向上す

る授業と答えた児童が一番多かった｡

児童は自分を向上させたいという願いを持っ

ている｡他者との比較でなく自己の伸びを実感

できるような授業づくりが求められる｡そこで

器械運動を学んで身につく身体能力を明らかに

したいと考えた｡

JlM7どん棚 ■のす暮壬*けたいですか

100tSotOt+ 60% 49% 48% 40% 56%

I: ら

- .､riI､I ､-I.､一

■′,＼∴Figure2 児童が受けたい器機運勤の授業

n-136今までの経験から器械運動の学

習により児童の動きがしなやかになったと感じ

ることが数多くあった｡マイネル (1980)は運

動リズムとは神経系や筋系の緊張と解緊により

養われ､これらの経済的な活動を保障すると述

べている｡運動学習において指導者は特に ｢脱

力している｣感覚を重視すべきとしている｡空

中に体を投げ出す運動を繰り返し行うことによ

り､この解累の感覚が養われ､動きがしなやか

になるのではないかと

考えた｡2

研究の目的イリンクスは跳び箱運動のヘッド

スプリング､ハンドスプリングといった回転系の技などを達 成することで味わうことができる

｡しかしこれらの技は全ての児童が達成できるわ

けではない｡そこでこのふわっとした浮遊する

感覚やすとんと落下する感覚を全ての児童に体

感させることができれば､運動の魅力に触れる

方法として有効ではないかと考えた｡またこの

ような空中に体を投げ出す運動により､運動中

の姿勢を調整してバランスをとったり､運動を

機敏に､巧みにおこなったりする能力 (調整力

)が高まるのではない

かと考えた｡本研究の目的はイリンクスの中

の ｢浮遊する感覚｣と ｢落下する感覚｣を体感

する運動を取り入れたプログラムの実施が､器

械運動を好きになる方法として有効かを調べる

ことと調整力に与える効果について明らかにする

ことである｡※以下本文中においてイリンクス

と ｢浮遊する感覚｣｢落下する感覚｣は同意語とする｡

3 研究方法(1

)捜集の構想A イリンクスを体感できる運

動や埠の選択イリンクスを体感させる運動や場を

選択する基準･だれもができ

る簡単な連動･繰り返し取り組みたくな

る魅力ある運動･器械運動の技の達成

に向けて必要な運動このような基

準で運動を選択した｡B運 動 プ ロ グ

ラ ム の 開 発運動のJ噴序や時間配分の計画は以

下の点を考慮した｡･単元の導入において

は楽しさを体感するためイリンクスを十分に体感できる運動を

多く取り入れる｡･単元の中盤では､楽

しさを味わいながらイリンクスを体感する

運動の中で技の達成に大切なポイントを指

導し､更に技の達成につながる新たな

運動につなげていく｡･単元の後半はできた

喜びを味わうために器械運動の技や運動の達成のために時間
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上記の方法で運動プログラムを作成し､授業

に取り入れた｡

(2)覇査 ･分析する内容と方法

二つの授業実践から以下の内容を訴査 ･分析

していく｡

･イリンクスを体感できるプログラムを教師が

意図したが児童はその感覚を味わうことができ

たのかを調査 ･分析する｡方法としては学習

カードを用いる｡イリンクスという感覚を味わ

えたかを5点満点で自己評価し1時間ごとの平

均を求めて分析した｡

･運動の魅力にふれるとその運動が好きになる

と考え､蕃械運動が嫡導前よりも好きになって

いるかを調査 ･分析するC具体的には質問紙に

より跳び箱やマット運動の好き嫌いの人数を蒋

導前後で調べる｡より好きになった児童とより

嫌いになった人数を直接確率計算法により検定

した｡また前後の好きと好き以外 (どちらでも

ない ･きらい)の合計もそれぞれ直接種率計算

法を用いて検定した｡

･Tablelに示す調整力を測定するテス トを

行った｡授業を実施したグループを実験群とし

授業を行っていないグループを統制群とした｡

実験群と統制群をそれぞれ指導の前後において

対応のあるt-検定による分析と実験群と統制

群について指導前と蒋導後で対応のないt-検

定による分析を行った｡

Tiblel I曇カテストの濃横着

Jt+書書山小事牧昨生188
*tl+書LLl小事tb･l書生18名榊■JiEEl小拙 年生22名

授業実践1の反復横とびは文部科学省の新体

カテストと同じ実施要領で行い､低学年の反復

横とびは栗本ら (1981).の調整力フィールドテ

ストの実施要領をもとに次のように実施した｡

35cm間隔の2本ラインを準備し､右側のライ

ン上に右足をのせるようにして立ち､｢始め｣

の合図により､左側のラインを右足で踏むか踏

み越すように両足踏み切りで左に跳ぶ｡次に右

に跳びもとの位置にもどる｡この動作をできる

だけ素早く反復し､10秒間に何回横跳びが出来

るかを計測する｡

4 操業実践 1

｢チャレンジ･イリンクス｣

ふわっ くるん すとん といった運動感覚を

味わおう～マット運動 ･跳び箱運動～

5年生18名 7時間 6月4日～19日

(1)運動プログラムの内容

A イリンクスを体感できる運動や場の選択

photo1 トランポリン

恥 to2ステージからのジャンプB 運 動 プ ロ グ ラ ム の 開 発

Table2参照(2)蓮勤プログラムの

指導上の留意点･トランポリンを使用し､空中

で浮遊する感覚からステージからの跳び下りにつなげていく｡

･ステージからの前転 (S前転)は台上前転や

ネックスプリングにつながる運動なので毎時

間実施する｡･めあてとする技は

跳び箱運動の回転系､マット運動の側方倒立回

転及びその発展技とするO(3)単元を構成す

るにあたって単元構成は大きく次の二つの時間
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Tablo2 5年生器械運勤でイリンクスを体感できる運勧プログラム

1BBrrlEI 2細 E 3曲lllEl 4鈷1IEI 5Btrrl自 6細 FI 7BBdREl

リードアップ かえるe
I立書支棚 立から起き上がり JFのはし

8I立ブリッジ 川とぴ 川とぴ■屯 川とぴ*長 川と

ぴ■tE主正弘 詰 窯 ㌶

*tJtT*暮*ステ-ジカヽらはね

の■菅 はねの87マット&ぴ3Bで台上廿6 めあて別牡f めあて

別8号 めあて別dt書 めあてBl♯書めあてとしてZ択された技 S甘伝

Sネック

台上前転+ツクス74)ンケ )

ヘ

ッドスプリング一l方や立回

転一l厄前ひねり

ハンドスプリング lこの単元で

大切にしたいことはすべての児童にイリンクス

を体験する機会を保障するということである｡

そのために高いところからの跳びおりや トラン

ポリンの使用といった興味をひくダイナミック

な動きを取り入れる｡これらの技を準備運動の

段階でもやさしい連動としてとりあげていくが

､イリンクスは怖さを伴い､苦手な原因にもな

る｡そこで運動の紹介では視覚だけでなく､丁寧な段階的な嫡導を

行って ｢自分にもできそうだ｣という気持ちで

運動にとりくめるようにする｡新しい運動

感覚であるイリンクスを体験できる技としては

側方倒立回転､ネックスプリング(以下ネック

)､ヘッドスプ リング (以下ヘ ッド)､ハンド

スプリング (以下ハンド)などである｡これら

の技はアンケー トを実施 した時に児童が挑戦し

たい技と同じである｡これらの技を完成のみを

目指すのでなく､新しい連動の感覚を味わうた

めの技としてとらえるのである｡ステージか

らの転がりおりやセーフティマットへの倒立た

おれこみステージからセーフティマットへのジ

ャンプ (着地ぴたっと決める)なども技として

認める｡高学年で登場する初めてのスプリング系の技に対して十分感覚を養う基 塗畿 がイリンクスを体

感

する運動礎的恵単元として設定したい

｡(4)指導前後のできる技の変化

TabLe3 5年生のできる技

の変化技の名前 指導前
マッ ト運動 ■方■土師 5

ロンダート 0
ハンドスプリング 0 苧

--跳び箱連動 S前転 O
Sネック 0
台上前転 9
+,クスブIJング 0
へ,指プ'
Jング0
ハン ドスブ･)ング 0 826044L_L_

L

_一日‖珪=Sはステージの暮書 棚Gはステ

J}からの廿t n=18蒋導前後の技の

達成の変化はTable3の通りである｡跳び箱運動

では各自の持ち技の平均は1.7個から3.

1個になった｡イリンクスを味わうために技 と

して位置づけたS前転 (ステージからの転がり

おり)を全員が達成できた｡また身に付けてほ

しい技として設定した台上前転は53%か ら94

%にSネ ック (ステー ジか らのネックスプリン

グおり)は0%から71%となった｡発展技のヘ

ッドスプリングやハンドスプリングも24%の児童が
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ト運動でイリンクスを味わうための技では側方 (1)運動プログラムの内容

倒立回転は29%から59%であった｡身に付けて

ほ しいわざとしてはかべ倒立が59%から82%の

達成率 となった｡発展技のロンダー トは35%､

ハ ン ドスプ リングは18%が達成できた｡

5 授業実践2

｢チャレンジイリンクス｣
じゃんぷ ･ジャンプ ･JUMP ～ジャンプで楽

しもう～器械 ･蕃具 を使った運動遊び .

2年生7名 5時間 11月6日～20日

1年生9名 3時間 11月8日～15日

Table4 2年生のイリンクスを体感できる蔓勤プログラム

A イ リンクスを体感できる運動や壕の選択

Phob3なけだしジャンプ 恥to4ス

テージからジャンプ虫IJB 運 動 プ ロ グ ラ

ム の 開 発Table4及びTable5参照1Pfrq日 2時間日 3時rqB 4時rq日 5時間目

リードアップ ･新聞紙になろう･ネコ.カメ.7､･平均台

を仕って ロンL～̂ t(かぺ倒立) 円形コミュニケ-ミ′ヨン

ノテナのポ-ズ .動輪歩き(イヌ.トラ.ワニ)段

豊つき窯 .

{ : /;≡: 言 圭主運動 両足ふみきり 句メ

開脚跳び **ATヽノ･∴ 二:/ Aとぴジャンプ マット前転(暮ねて高くしていく

) 先妻 ■①ステージからジャンプ好きな嶋で繍響 開P&ぴ 台上前転 ②開P

とぴ③台上前転緋 がイリンクス

を体感する運動TibLe5 1年生のイリンクスを体感できる遵J

,プE)グラム1時間目 2時rP)日 3時間目リード ･新聞紙になろう .平均台を使っ

て .円形コhニケ-シヨンアップ ヰコ.カメ.アンテナポーズ

.動物歩き(イヌ.トラ.ワニ)主連動

､ : ∴ ∴

S前転+すべりおりふみきりジャンプ S前転

おり∴ ∴ ≡ 轟とぴジャンプ == 言 し
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(2)運勤プログラム指導上の留意点

･1時間目はステージからの様々な跳び下りを

行い､落下する感覚を体感させ､慣れてから

2時間目に投げ出しジャンプを行う｡

･跳び箱の開脚跳びや台上前転に必要な感覚を

育成できる連動を組み合わせる｡

(3)単元を構成するにあたって

昔械 ･器具を使った運動の特性 ･楽しさは特

有の感覚を味わうことであると捉えた｡つまり

日常では味わえない運動感覚を体感することで

運動の楽しさに触れると考えたからである｡運

動の基礎感覚を育てるために次の運動を行なう｡

ア

イ

ウ

エ

助走から踏み切りの運動

強く踏み切る運動 (低く-高く)

踏み切って体を投げ出す連動

高いところから跳び下り

て着地する連動

オ 休を逆さにする運動

前転 倒立

力 手で体を支える運動

倒立 腕支持前転

この単元では上記の運動を単元の中に配列し

ていく｡その配列するときには安全面と系統性

とともに､児童の興味を喚起する運動を取り入

れるように工夫したい｡つまり連動指導の効率

といった面だけでなく､学び手の味わう運動感

覚を中心にした単元構成である｡具体的には､

｢ステージからの跳び下りる連動｣と ｢踏み

切って体を投げだす運動｣を重視している｡単

元の導入では ｢ステージからの跳び下り｣を､

単元の中心の動きとして ｢踏み切って体を投げ

出す運動｣と取り入れる｡その運動が児童を器

械 ･器具を使った運動をより好きにさせる ｢遊

びの舷章性 :イリンクス｣を味わうことができ

る運動だと考えるからである｡

(4)指導前後のできる技の変化

Tablo6 1･2年生のできる技の変化

技の名前 指導前

開脚跳び
1年生 S 前 転

開脚跳び 4 7
2年生S 前 転 0 7

台上前転 0 7

Table6より1年生と2年生ともに開脚跳び

とS前転 (ステージからの転がりおり)が全

員達成できた｡また2年生においては台上前転

も全員達成することができた.基本の運動は運

動感覚の育成を日清すべきあり､技の達成にの

みこだわってはいけない｡運動感覚が育ってい

ない段階で性急に技の達成にこだわることは結

果的にできないことの繰り返しにより運動嫌い

をことになるからである｡今回は全貝が達成で

きる動きを身に付けた状態と判断し､｢全員が

できた｣ことによりさらに運動に意欲的になっ

てほしいと考え､また児童の言動から技の達成

に強い関心が持っていたので挑戦させた｡

5 研究結果

(イリンクス体感の自己認知)

Figure3に示すとおり､5年生のイリンクス

体感認知の5段階評価は､単元を通して4.3以

上の高い数値を示した (5:非常に感じられた

- 1:全く感じられなかった)｡2年生 (Fig-

ure4)は単元を通して4.4以上の高い数値を示

した｡特に1時間目に全員が5という高い数値

を示した｡1年生もFigure5に示されたよう

に単元を通して4.5以上の高い数値を示した｡

特に1､2.時間目に全員が5という高い数値を

示した｡

したがって児童はこの指導によりイリンクス

を味わうことができたといえる｡
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時間FigLqO3 5年生イリンクス体感のTB知

得点543210
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12345時間

Figure42年生イリンクス体感の欝知

i

舶5I3210 1 2

3時間Figures 1年生イリンクス体感の欝知 (器械運動の好き嫌いの

変化)5年生でマット運動が指導後により好

きになった人数の変化 (Table7)を直接確

率計算法で検定した結果､有意な差は見られな

かったが､蒋尊前に好きと答えた児童が11名

と多いことによると考えた｡そこで指導前後の

好きと好きでない (どちらでもない､嫌いの合計

)人数も直接確率計算法を用いて検定したとこ

ろ､指導前は有意でなかったが蒋導

後は有意であった｡この轄果から蒋導後に好

きな人数は増えているといえる｡(Tabl

e8参照)5年生で跳び箱運動が指導後により好きに

なった人数の変化を直接確率計算した結果､有

意であった｡(p-0.0351 片側検定

)低学年においても蒋導後により好きになっ

た人数の変化について直接確率計算を行った結

果､有意であった｡(p-0.0312 片側

検定)したがってこの運動プログラムは器械運動を

より好きになる方法として有効であ

るといえる｡Table8 指導前複のマット運勤の好き撫いの変化

5年生マット運動す き どちらでも

ないきらい指導前 11 5 1指導後 14 3 0*
*Pく.05Table7 指導複に器械運

動がより好きになった人数と撫いになった人数5年マ

ット 5年跳び箱 低学年跳び箱指導後の変化 人 数 指導後の変化

人 数 指導後?変化 人 数より好きになった 4 より好きになった 8 * より好きl鴻 った
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実倹群 統制群FigLVe6 授業東践1の反復横跳びの紀餐

(身体能力の変化)Fig

ure6より授業実践 1においては､実験群で反復横跳びの記録の学級平均が向

上する傾向が見られた｡しかしながら対応のあ

るt一検定では有意差は見られなかった｡次

に蒋尊前の実験群と統制群を対応のない t一検

定を行ったところ統制群が有意に高かった｡こ

のため､実験群と統制群の比較は行うことはできない｡しかしながら､

実験群の結果より授業実践1は児童の体力を向上させる

可能性があることが示唆された｡Figt

lre7より授業実践2においても実験群は反

復横跳びの記録の平均が向上した｡拍導の前後において対応のあるt-検定を行った

結果､有意差が認められた｡したがって指導後

に反復横跳びの記藤が向上したといえる｡

授業実践1及び授業実践2の結果からこの運

動プログラムの実施により反復横とびの記録が

向上する傾向がみられると考えられる｡

*回

30

20100 実験群

統制群Fjpre7 捜業実践2の反復横跳びの妃貴 *Pく.0
5 括輪｢浮遊する感覚｣や ｢落下する感覚｣

を体感できる運動プラグラムの開発とその指導

の効果として次の点が明らかになった｡

① ｢浮遊する感覚｣や ｢落下する感覚｣を体

感する指導プログラムを実施することにより児

童はイリンクス体感

することができる｡② ｢浮遊する感覚｣や ｢

落下する感覚｣を体感する指導プログラムの実

施後に児童は器械運動がより好き

なる｡③ ｢浮遊する感覚｣や ｢落下する

感覚｣を休感する指導プログラムの実施後に反

復横跳びの記録が向上する傾向が見られる｡

｢浮遊する感覚｣や ｢落下する感覚｣を体感で

きる連動は危険を伴うので､現代の児童を取り巻

く環境では全ての児童が遊びの中で体験するこ

とは困難である｡つまり授業で扱わなければ体験

することがないことになる｡｢浮遊する感覚

｣や ｢落下する感覚｣の体感できる運動を取り

,入れることにより児童が器械運動を好きにな

り､意欲的に取り組む授業づくりができる｡ま

た器械運動の学習により調整力が向上すること

を児童に知らせることにより､新たな暮械運動の動機付けの方法になると考

える｡これらの運動を安全に留意して､授業の中

で体感させることは器械運動の魅力にふれるこ

とができる有効な手段であると考える｡今

後の課題として､｢浮遊する感覚｣や ｢落下する感覚｣を体感できる運動を重視

することにより調整力が向上することが明らかになっ

たので､体つくり運動の分野でも活用できる

指導法を開

発したい｡参考文献秋田裕子 (2005) :こ

うすればできるよ 子どもの運動 マット

･跳び箱 ･鉄棒 ミネルヴァ書房石川県小学校体
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